
保護者の皆様/選手

クラブ説明資料



POLICY
（方針）

P. S . T. C . LONDR INAは、
育成について全身全霊をもって取り組みま

す。



Club History（クラブの歴史）
２０００年に社会人フットサルチームとしてP.S.T.C.LONDRINAは設立され
ました。そこで活動する選手が、フットサルという競技を世間に広めたい、
サッカーの技術向上に有効なフットサルを子供達にも伝えたい、そして、
フットサル/サッカーを含めたフットボールで生活できたらという想いを抱
き、LONDRINAフットサルスクールが立ち上がりました。
当時の日本、特にクラブの活動エリアでは、フットサルという言葉すら一般
的に知られてはいなく、フットサルスクールの社会的地位は無いに等しかっ
たです。出来たばかりの町クラブスクールは、わずか数人の入会からのス
タートでした。
今聞けば嘘のような話ですが、「フットサルをやるとサッカーが下手にな
る」という話をされるサッカー指導者の声も聞こえ、悔しい思いもしました。
ブラジルやスペインでは幼少期にはフットサルを行う事が常識になっている
という事を知っていましたし、実際にブラジルへ渡り、自分の目で確かめて
いたので、いかにしてこの事実を伝えればいいのかと頭を悩ませましたが、
メキメキと上手くなる子供達の成長が正解を示してくれる形となりました。

当たり前の話ですが、指導をするには会場が必要で、公共の体育館やテニス
コートの一部を間借りしながら転々とし、時に急な会場変更や予約が取れな
かったりと面倒をかけた事もありましたが、保護者の方々の協力により何と
か切り抜けていく事が出来ました。この時も、楽しそうにボールを蹴り、成
長していく子供達の姿がクラブと保護者の共通のモチベーションとなってい
ました。

６年ほど活動を続けましたが、２００７年Fリーグ（日本フットサルリー
グ）の開幕を控えた前年、いよいよ活動拠点の整備がクラブの発展には必要
と感じ、設立当初に会場として利用していたテニスコートが廃業している事
を知り、地主さんへフットサル施設の整備をお願いに伺いました。
何処の馬の骨とも分からないクラブという印象に加えて、かなり世代が上の
地主さんは、フットサル施設、フットサル競技自体を聞いた事がなく、説明
には多くの時間を費やしました。
ですが、この町から日本を代表する選手を輩出する目標や、子供達が元気で
明るくスポーツを楽しむ環境整備に理解を示して頂き、大井町にフットサル
施設を整備する事が現実となりました。

成 人 男 子 、 成 人 女 子 が 競 技
フ ッ ト サ ル ク ラ ブ と し て 地
域 リ ー グ に 参 戦

2 0 0 0設立

大 井 校 、 秦 野 校 、 平 塚 校
開 校

2 0 0 1
スクール事業開始

フ ッ ト サ ル 施 設 「 Z U C C  
F U T S A L  B A S E 大 井 」 を
整 備 し 、 大 井 校 の 拠 点 と し て
活 用

2 0 0 7大井拠点整備



Club History（クラブの歴史）
大井校、平塚校、秦野校に加え２０１０年には、本厚木の拠点施設の整備と
共に本厚木校を開校し、この時スクール生は３００人の規模になりました。
当時は小学校６年生でスクールを卒団し、LONDRINAの活動を終える訳で
すが、その後の成長にも責任を持ちたいという気持ちで同年にジュニアユー
ス（中学生）チームを設立しました。

翌年の２０１１年にはサッカー、フットサルの両方を競技するジュニア（小
学生）チームと、フットサル専門のユース（高校生）チームを立ち上げ、ク
ラブ設立当初からある男子と女子の社会人チームを筆頭に、小学生から大人
まで LONDRINAのエンブレムの元、プレーできる組織となりました。

２０１２年にはクラブとしては初となる屋内施設を海老名駅前に整備し、海
老名校を開校。
２０１４年には、より神奈川県西地区での活動を充実させるため、湯河原/
真鶴校を開校しました。

この頃には日本サッカー協会を始め、Jリーグクラブの監督などもフットサ
ルトレーニングの有効性を分かりやすく発信するようになり、同時にSNSや
インターネットの環境が整備されたことにより、保護者の皆様もその情報を
着信できるようになりました。

全国大会への出場を始めとするチーム実績や、念願だった日本代表選手の輩
出が新しいチャレンジのきっかけとなり、今まで未整備だったスクール生女
子の卒団後の受け皿として、２０１７年にサッカーを専門とする女子ジュニ
アユース（中学生）チームを設立しました。同年に藤沢鎌倉地域でのスクー
ル整備の要望を受け大船校を開校し、２０１７年現在、スクール７箇所、
チーム６カテゴリーのクラブ組織となりました。

わずか１０数年の歴史ではありますが、選手の努力、保護者の協力、クラブ
の尽力が三位一体となり着実に歩みを進めています。
今後も、在籍している７００名の選手とそのご家族、これから仲間となる選
手とそのご家族がP.S.T.C.LONDRINAの歴史を刻んでくれると信じていま
す。

コーチ、フロントスタッフ一同

2 0 1 0本厚木拠点整備

１ ３ 歳 ～ １ ５ 歳 カ テ ゴ リ ー
チ ー ム

ジュニアユース
設立

2 0 1 1ユース設立
１ ５ 歳 ～ １ ８ 歳 カ テ ゴ リ ー
チ ー ム
ジュニア設立
７ 歳 ～ １ ２ 歳 カ テ ゴ リ ー
チ ー ム 2 0 1 2海老名拠点整備

フ ッ ト サ ル 施 設 「 Z U C C  
F U T S A L  B A S E 本 厚 木 」
を 整 備 し 、 本 厚 木 校 の 拠 点 と
し て 活 用

フ ッ ト サ ル 施 設 「 Z U C C  
F U T S A L  B A S E 海 老 名 」
を 整 備 し 、 海 老 名 校 の 拠 点 と
し て 活 用 2 0 1 4スクール開校
湯 河 原 / 真 鶴 校 開 校

第 ２ ３ 回 全 日 本 少 年 フ ッ ト サ
ル 大 会 出 場
全 国 ベ ス ト １ ６

ジュニア全国
大会出場

第 ２ 回 全 国 ユ ース フ ッ ト サ ル
大 会 出 場
全 国 ３ 位

ユース全国
大会出場

2 0 1 5

2 0 1 7スクール開校
大 船 校 開 校

ジュニアユース
（女子）設立
１ ３ 歳 ～ １ ５ 歳 カ テ ゴ リ ー
チ ー ム
（ 女 子 ）



まっすぐに
やり続けること

LONDRINA SPIR IT

未来

ク ラ ブ が 掲 げ る P O L I C Y に 沿 っ た 「 選 手 育 成 」
「 人 創 り 」 「 地 域 貢 献 」 「 指 導 環 境 」 「 未 来 」 へ の
活 動 を 、 選 手 / コ ー チ / ス タ ッ フ 及 び 保 護 者 / パ ー ト
ナ ー 企 業 / 応 援 者 と が 、 共 通 の 想 い 【 L O N D R I N A  
S P I R I T 】 を 持 ち 、 継 続 し て 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

地域貢
献

指導環
境

人創り

選手育
成

POLI
CY

まっすぐに
やり続けること



礼儀 /挨拶

ピ ッ チ 内 外 に 関 わ ら ず 、 チ ー ム メ イ ト や

知 り 合 い は も ち ろ ん の 事 、 初 め て 会 っ た

人 や 対 戦 相 手 な ど に 礼 を 尽 く す 意 義 を

徹 底 教 育 し て い ま す 。

人 間 関 係 を 友 好 に 保 つ 大 切 さ や 、

自 分 か ら 挨 拶 で き る 事 に よ り 主 体 的 な 行 動 も 養 わ れ る と 信 じ て い ま

す 。

協調性 /信頼

集 団 生 活 の 中 で 自 分 と は 違 う 言 動 に 対 し 、

許 容 / 協 調 を 考 え 実 践 で き る 場 を 与 え ま す。

厳 し い 規 律 の 中 で 活 動 を 行 い ま す が 、

決 し て 画 一 的 な 人 間 を 作 り 出 す の で は な く 、

個 性 を 認 め 合 い 試 行 錯 誤 さ せ る こ と が 、

同 じ 目 標 に 突 き 進 む “ 仲 間 ” へ の 信 頼 が 芽 生 え る と 考 え ま す。

正 解 を 安 易 に 教 え る 教 育 で は な く 、 問 題 を 与 え 協 調 し 選 手 自 身

に 答 え を 見 つ け 実 行 に 移 さ せ ま す。 成 功 や 多 く の 失 敗 の 中 に こ そ

人 と し て の 経 験 が 積 み 重 な っ て い く は ず で す。

自主性 /感謝
ク ラ ブ 活 動 の 準 備 や 、 ク ラ ブ へ の 連 絡 は

自 分 で 行 わ せ ま す 。 会 場 移 動 を 伴 う 活 動 は 、

集 合 時 間 だ け を 伝 え 、 ア ク セ ス 方 法 な ど

自 分 で 調 べ 現 地 集 合 / 現 地 解 散 を

奨 励 し て い ま す 。

自 立 心 を 芽 生 え さ せ る 過 程 で 、 障 害 や

困 難 な 局 面 を 体 験 す る 事 で 保 護 者 や 支 援 者 へ の 感 謝 へ も つ な が り

ま す 。

人創り



選手育成

フットサルの優位性を採用
ピ ッ チ が 狭 く 、 相 手 と の 距 離 が 近 い 分 、

ボ ー ル コ ン ト ロ ー ル 技 術 が 格 段 に ア ッ プ

し ま す 。

サ ッ カ ー に 比 べ ボ ー ル に 触 れ る 回 数 が

６ 倍 多 い と 言 わ れ 、 プ レ ー 機 会 と と も に

「 認 知 ・ 決 断 ・ 実 行 」 の 思 考 機 会 も 多 く 体 験 で き ま す 。

全国基準 /世界基準
日 常 ト レ ー ニ ン グ 及 び 試 合 実 戦 で は 、

育 成 段 階 に 応 じ た 内 容 、 対 戦 相 手 を 選 択

し て い ま す。 隣 の 選 手 と の 優 劣 に 固 執 す る

の で は な く 、 ト ッ プ レ ベ ル と 自 分 の 距 離 を

正 確 に 認 識 す る こ と が 大 切 だ と 考 え ま す。

県 外 は も と よ り 海 外 遠 征 へ も 積 極 的 に 参 加 し て い ま す。

一貫教育
幼 児 か ら 小 学 生 、 中 学 生 、 高 校 生 を 経 て 成 人 ま で の 全 て の カ テ

ゴ リ ー を 組 織 し て い る こ と か ら 、 習 得 で き て い る 技 術 、 身 体 の 成

長 に 合 わ せ た “ 今 す べ き ト レ ー ニ ン グ ” を 提 供 出 来 ま す 。

幼 少 期 に 十 分 な 基 礎 技 術 と 脳 を 鍛 え 、

身 体 の 成 長 が 完 成 し た 時 期 に 、

ア ス リ ー ト と し て 勝 負 を か け る

準 備 / 育 成 を 行 い ま す 。

ト レ ー ニ ン グ コ ン セ プ ト は 、

全 カ テ ゴ リ ー で 一 貫 し て い ま す 。選手育成



地域貢献

存在意義
L O N D R I N A は地域クラブです。地域に愛され必要
とされることで、スポンサーや応援者が集まり活動を
続けていくことができます。クラブ員が主催となり地
域の方々をおもてなしする夏祭りの開催や、清掃活動
などピッチ外での地域活動にも積極的に取り組みます。

また、普段専門的な運動指導を受ける事がない公立
保育園に対して、コーチを派遣し、無償運動室を定期
開催しています。

地域貢献



選手としての経験値

プ ロ フ ッ ト サ ル 選 手 、 プ ロ サ ッ カ ー 選 手 と し て キ ャ リ ア を 積 ん だ

コ ー チ か ら は 、 技 術 面 、 精 神 面 、 生 活 面 な ど 実 際 ど う い っ た ハ ー ド ル

に 直 面 し 、 そ れ を 乗 り 越 え て き た か を 伝 え る 事 が で き ま す。

“ プ ロ 選 手 ” と い う 夢 や 目 標 を も っ て 活 動 す る 選 手 に と っ て 、 す ぐ 身

近 に 経 験 者 が い る こ と は 重 要 だ と 思 い ま す。 ま た 、

湘 南 ベ ル マ ー レ フ ッ ト サ ル ク ラ ブ の 現 役 選 手 を 指 導 者 と し て 採 用 す る

事 で 、 最 高 峰 の プ レ ー を 実 際 に 見 さ せ 、 伝 え る 事 が で き ま す。

多様性
フ ッ ト ボ ー ル に 固 執 す る こ と な く 、 ヨ ガ 、 ラ グ ビ ー な ど

身 体 的 / 精 神 的 な 応 用 が 期 待 出 来 る 分 野 に 関 し て は 、 専 門
指 導 の も と 、 積 極 的 に 採 用 し て い ま す 。

指導環境指導環境

スポーツを通じて、
機会をつくり

チカラを引き出す。
Chance & Empowerment 
私たちがエンパワーメントする5つのチカラ

100%をやり切るチカラ(努力・完全燃焼) 
苦労を楽しむチカラ(苦労の先にある達成感) 
自ら考え、立ち、歩むチカラ(自分の意見・自分で判断・対応力) 
人を思いやり、感謝するチカラ(感謝・利他) 
違いを認め、活かし合うチカラ(多様性) 

人と人のつながりを大切にし、身近な世の中を幸せにできる人をふやす。



未来

トッププレーヤーの輩出

育成 を 手 が け た 選 手 が 、 フ ッ ト サ ル 日 本 代 表 、

F リ ー ガ ー と し て 活 躍 し 始 め て い ま す 。

サ ッ カ ー 界 で は U - 1 5 日 本 代 表 や 全 日 本 高 校

サ ッ カ ー 選 手 権 出 場 な ど プ ロ 選 手 へ の 最 終 段 階 に

差 し 掛 か っ た 状 況 ま で 進 む こ と が で き て い ま す 。

国 内 や 海 外 で 活 躍 で き る 選 手 を 育 成 し 、

日 本 代 表 と し て W 杯 へ の 出 場 を 目 標 に 掲 げ て い ま す 。

拠点整備

欧州 の 地 域 ク ラ ブ に な ら い 、

サ ッ カ ー グ ラ ウ ン ド 、 ク ラ ブ ハ ウ ス 、

宿 泊 施 設 、 飲 食 店 舗 が 一 体 と な っ た

ク ラ ブ 拠 点 を 神 奈 川 県 西 エ リ ア に

整 備 計 画 を 行 い ま す 。

共 同 事 業 者 、 ス ポ ン サ ー 、

サ ポ ー ト カ ン パ ニ ー 、 ま た そ の 候 補 と 協 議 を 進 め ま す 。

ま た 、 藤 沢 / 鎌 倉 エ リ ア へ の 新 規 ス ク ー ル 開 校 を 行 い ま す 。

地域活性

毎年 1 0 0 名 を 超 す 卒 団 選 手 が い ま す 。 ク ラ ブ 規 模 の 拡 大 、

拠 点 の 整 備 を 行 っ た 上 で 、 選 手 キ ャ リ ア を 終 え た O B の 、 コ ー チ

/ ス タ ッ フ で の セ カ ン ド キ ャ リ ア の 受 け 入 れ を 行 い ま す 。

ま た 、 地 域 / ス ポ ン サ ー / サ ポ ー ト カ ン パ ニ ー と 連 携 し 、 元 居 た

地 域 へ 戻 り 、 O B が 社 会 人 と し て 地 域 で 活 躍 で き る 環 境 整 備 を

進 め ま す 。

未来

未来



サポート
カンパニー

L O N D R I N A  P O L I C Y （ ク ラ ブの方針）に共感して
頂き、共にクラブ創り行って頂いている
「サポートカンパニー」をご紹介させて頂きます。
サポートカンパニーは一般的にいうスポンサーとは違

い、当事者意識を持って選手育成の一端を担って頂いて
おります。時にクラブの P R 活 動 を行って頂いたり、時
にご家庭の負担軽減を目的に、展開している事業やサー
ビスの割引提供や、イベントのサポートなど、関わり方
は様々です。
サポートカンパニーの証として各スクールウェアに

社名ロゴが掲出されています。

2 0 2 2 / 2  時 点

一 部 掲 出



こ の 度 は P . S . T . C . L O N D R I N A ス ク ール の 入 会 、 ま た は ご 検 討 頂 き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す。 前 述 の 通 り 、
P O L I C Y （ 方 針 ） に 沿 っ た ク ラ ブ 運 営 を 行 な って お り ま す。 こ の 方 針 を ご 家 庭 と 連 携 す る こ と で、 よ り 一 層 子 供
達 に 伝 わ り や す く な る と 考 えて い ま す。 １ ０ 数 年 ス ク ール 活 動 を 行 い 、 数 千 人 の 子 供 達 と 時 間 を 共 有 して 来 ま し
た 。 そ の 中 で 実 際 に 保 護 者 の 方 々 よ り 、 多 く 頂 い た ご 質 問 や ご 相 談 を 一 部 抜 粋 致 し ま し た 。 参 考 に して 頂 き 、 ご
協 力 の 程 、 宜 し く お 願 い 致 し ま す。 そ の 他 ご 質 問 ご 相 談 が あ れ ば 、 お 気 軽 に コ ー チ に お 声 掛 け 下 さ い 。

■ う ち の 子 は 運 動 神 経 が 悪 い の で は ？ 運 動 能 力 を 上 げ る 為 に は ど うす れ ば 良 い か？
→ 人 間 は 一 生 に 一 度 だ け 訪 れ る 神 経 系 の 発 達 時 期 が あ り ま す。 逆 に 言 え ば こ の 時 期 を 逃 して か らで は 、 い く ら ト
レ ーニ ン グ して も 神 経 系 が 発 達 す る 事 は あ り ま せ ん 。 ３ 歳 か ら ８ 歳 を プ レゴール デ ン エイ ジ と 呼 び、 多 種 多 様 な 動
作 経 験 か ら 基 本 的 な 運 動 動 作 を 身 に つ ける 時 期 で す。 ９ 歳 か ら １ ２ 歳 を ゴール デ ン エイ ジ と 呼 び、 動 き を 理 解 し 即
習 得 で き る 一 生 に 一 度 だ け 訪 れ る 大 き な 成 長 が 見 込 め る 時 期 で す。 こ の 段 階 で 神 経 系 の 発 達 は ９ 割 以 上 が 終 了 して
い る と 言 わ れて い ま す。 L O N D R I N A ス ク ール で は こ の 根 拠 に 基 づ い た ト レ ーニ ン グメ ニュ ー を 組 んで お り ま す
が 、 保 護 者 の 方 々 も こ の 情 報 を 理 解 して 頂 き 、 様 々 な 運 動 体 験 （ 遊 び を 含 む ） を 促 して 頂 け れ ば と 思 い ま す。 な
お 、 発 達 の 速 度 は 前 後 ２ 歳 程 度 の 個 人 差 が あ り ま す の で、 特 に 周 り が で き て いて 自 分 の 子 供 が で き て い な く て も
必 要 以 上 に 焦 る 事 は あ り ま せ ん 。

■ ま だ 幼 児 で フ ッ トサル や サ ッ カ ー を き ち ん と 理 解 で き て い な い の で す が 、 入 会 年 齢 が 早 す ぎ ま せ ん か？
→ 前 述 の 通 り 、 幼 児 期 は 運 動 動 作 を 身 に つ ける 非 常 に 重 要 な 時 期 に な って い ま す。 L O N D R I N A 幼 児 ス ク ール で
は 、 ボール を 使 い な が ら 特 に コ ー ディ ネ ー シ ョ ン ト レ ーニ ン グ を 意 識 し た メ ニュ ー を 組 んで お り ま す。 コ ー ディ
ネ ー シ ョ ン と は 、 バ ラ ンス 良 く 、 タ イ ミ ン グ 良 く 体 の 各 部 位 を 同 時 に 使 って い く 力 や 体 の 各 部 位 を 効 率 良 く 、 滑
ら か に 使 って い く 能 力 を 指 し 、 下 記 の ７ つ の 要 素 に よ って 構 成 さ れて い ま す。
ま た 、 神 奈 川 県 内 の 幼 稚 園 、 保 育 園 1 0 園 で L O N D R I N A コ ー チ に よる 運 動 教 室 が 採 用 さ れて い ま す。 幼 児 期 は 運
動 能 力 を 開 発 し 、 運 動 に 慣 れ る 最 適 な 時 期 な の で、 年 齢 が 早 す ぎ る と い う 事 は あ り ま せ ん 。
「リズム能力」真似したり、リズムを作ったり、タイミングを掴む能力。
「バランス能力」空間や移動中における身体のバランスを維持し、崩れを素早く回復する能力。
「連結能力」 タイミングを合わせ、身体の各部位を正確に無駄なく同調させる能力。
「定位能力」 自分の身体の位置を時間的・空間的に正確に決める能力。
「反応能力」 合図に素早く正確に対応する能力。
「変換能力」 予測した状況の変化に対して、動作を切り換える能力。
「識別能力」 手や足、用具などを精密に操作する能力。

保護者の皆様へ



■ 周 り の 子 よ り 下 手 で つ いて い け ま せ ん 。
→ 育 成 年 代 に お ける 特 徴 や 状 況 を 理 解 して い る の で、 コ ー チ は 身 体 的 な 成 長 が 遅 く 出 来 て い な い の か 、 技 術 的 に 習
得 で き て い な い の か を し っ か り 切 り 分 け て 判 断 して い ま す。 成 長 の 速 度 や、 ト レ ーニ ン グ に 取 り 掛 か っ た 期 間 な ど
で 差 が 出 る の は 当 然 の こ と で す。 育 成 年 代 は 周 り と の “ 今 ” を 短 絡 的 に 比 較 す る 時 は 注 意 が 必 要 で す。
「 つ いて い け な い の で 辞 め ま す。 」 と い う ケ ース の う ち 、 子 供 の 意 思 で は な く 、 “ 今 ” 劣 っ て い る 子 供 を 不 憫 に 思 う
保 護 者 の 意 思 が 働 いて い る 事 が 多 いで す。 子 供 は 苦 労 し な が ら 成 長 を 無 意 識 に 楽 し んで い る 事 が ほ と ん ど な の で、
も し 心 配 で あ れ ば コ ー チ の 意 見 を 聞 いて 頂 ける と 正 確 な 情 報 を お 伝 え し ま す。
■ 自 立 の 促 し に つ いて
→ L O N D R I N A で は お 休 み や ク ラ ブ の 連 絡 を 子 供 自 身 で 行 う よ う 促 して い ま す。 目 的 は 自 立 に 向 け た 失 敗 体 験 で
す。 ク ラ ブ に お 気 遣 い 頂 き 、 ス ムーズ に 連 絡 し た 方 が 良 い と 保 護 者 の 方 か ら 連 絡 を も ら う ケ ース が あ り ま す が 、 ク
ラ ブ を 実 験 台 だ と 思 って 子 供 に チ ャ レン ジ さ せ て 頂 け れ ば と 思 い ま す。 ご 家 庭 で も 練 習 道 具 、 ウ ェ ア の 準 備 や 送 迎
な しで 自 分 で 通 う な ど 、 段 階 を 追 っ た チ ャ レン ジ の 促 し を お 願 い し ま す。
■ プ レ ー に 関 す る 叱 咤 激 励 に つ いて
→ プ レ ー の 失 敗 や 習 得 で き て い な い 技 術 の 事 は 本 人 が 一 番 分 か って い ま す。 そ れ を 家 族 に 指 摘 さ れ る 事 は 、 例 え ば
お 父 さ ん の 仕 事 の 成 果 や、 お 母 さ ん の 夕 飯 の 評 価 を 家 族 に さ れ る 事 と 同 じ 様 な 厳 し い も の で す。 ま た 前 向 き な も の
で あ って も 技 術 的 な ア ドバイ ス を す る 場 合 は 、 コ ー チ と 違 う 意 見 や ニュ ア ンス に な っ た 時 、 子 供 が 信 用 す る 先 が ２
つ に な り 困 惑 して し ま い ま す。 ど ち ら も 可 愛 さ 余 っての 行 動 が そ う さ せ ま す が 、 子 供 に と っての 代 え 難 い 理 解 者 、
応 援 者 と して ま ず は 「 頑 張 っ た ね ！ 」 「 応 援 して る よ ！ 」 と い う 言 葉 と 愛 情 の サ ポー ト を よ ろ し く お 願 い し ま す。
■ 女 の 子 で す が 入 会 で き ま す か？
→ 問 題 な く 入 会 頂 け ま す。 各 校 で 行 わ れ る 通 常 ス ク ール で 男 の 子 と 一 緒 に 通 う こ と もで き ま す し 、 小 学 校 ３ 年 生 か
ら 中 学 校 ３ 年 生 を 対 象 に 女 子 限 定 で 行 う 女 子 ス ク ール も あ り ま す。 フ ッ トサル や サ ッ カ ー を 行 う 女 子 は 小 学 校 卒 業
後 の 行 き 先 が 少 な い 現 状 で す が 、 L O N D R I N A で は ジュニ ア ユース （ 中 学 生 ） の サ ッ カ ー チ ーム と 、 成 人 （ 中 学 生
以 上 ） の フ ッ トサル チ ーム を 保 有 して い る の で、 長 い 期 間 を か け た 一 貫 教 育 が 可 能 で す。
■ 少 年 団 に 所 属 して い ま す が 、 L O N D R I N A ス ク ール に 入 会 で き ま す か？
→ ス ク ール は 平 日 の 活 動 を 基 本 と し 、 技 術 習 得 を 大 き な 目 的 と して い ま す の で、 少 年 団 を 含 む 別 の チ ーム に 所 属 し
て いて も 問 題 な く 入 会 で き ま す。 よ く あ る ケ ース と して は 少 年 団 が 平 日 １ 回 と 土 日 の 試 合 が 基 本 的 な 活 動 回 数 な の
で、 も う 少 し 練 習 機 会 を 求 めて 週 １ ～ ２ 回 L O N D R I N A ス ク ール に 入 会 す る 子 供 も 多 く お り ま す。 な お 、
L O N D R I N A 自 体 も S F と い う 小 学 生 チ ーム を 保 有 して い ま す。 ス ク ール や チ ーム 活 動 と の バ ラ ンス 、 ま た 塾 な ど
の 学 業 、 他 の 習 い 事 、 保 護 者 の 送 迎 の 可 否 な ど 、 個 々 の 生 活 サイクル に 照 ら し 合 わ せ 、 最 適 な 活 動 プ ラ ン を お 示 し
い た し ま す の で、 お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い 。


